　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年１２月５日
　会　員　各  位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人日本金型工業会東部支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支　部　長　加　藤　忠　郎

広報委員長　高　橋　清　一

（公　印　略）
新年懇親会開催のお知らせ
　拝啓  時下益々ご隆昌のこととお慶び申し上げます。
　また、日頃より工業会運営にご指導、ご支援賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、正会員、賛助会員が一堂に会し、一年の計を図るため、毎年恒例となっております新年懇親会を下記により開催致したく存じますので、ご繁忙のところ恐縮ながら何卒ご臨席を賜りますよう、ご案内旁々お願い申し上げます。
尚、今回の特別講演会は、日本工業大学 教授 横田悦二郎 様（日本金型工業会 学術顧問）を講師に迎え開催致します。甚だ勝手ながら参加ご希望の方は下記の参加申込用紙を１２月２６日（金）までにメール（K.Adachi@jdmia.or.jp）又はFAX（03-5688-1456）にてご返送の程宜しくお願い致します。
                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
記
日　時　平成２７年１月２２日（木）
　　　　特別講演会　午後４時００分～５時１５分
　　　　　　テーマ　「進展を続けるグローバル市場をどう利用するか」
　　　　　　　　　　　　～日本の金型産業の新しい発展の為にすべき事は～
　　　　　　講　師　日本工業大学 教授 横田悦二郎 様
                           一般社団法人日本金型工業会学術顧問 
                        元アジア金型工業会評議会（FADMA）会長 
                        元一般社団法人日本金型工業会国際委員長 
要　旨　世界の“モノづくり産業”にはグローバル市場経済と言う“波”が押し寄せている。この“波”に呑まれて溺れてしまうか、その“波”を利用して更なる先に進んで行くかは「“波”そのものをどう捉えるか」にかかっている。世界の、特にアジア地域の金型市場の現状を考えると、この“波”は日本の金型産業に取っては「チャンス到来！」と考えるべきである。チャンスを生かすにはどうしたら良いかについて世界の金型産業の近況報告を交え「金型産業がなすべき事」の為の幾つかのキーワードを提案する。
新年懇親会　　午後５時３０分～
場　所　上野精養軒（３階　桜の間）
　　　　　　東京都台東区上野公園４－５８　　電話：０３（３８２１）２１８１
会　費　１０，０００円（当日会場にて申し受けます）

以上
一般社団法人日本金型工業会東部支部
　新年懇親会参加申込用紙
（E-Mail：K.Adachi＠jdmia.or.jp　FAX：03-5688-1456）
○　平成２７年１月２２日（木）上野精養軒で開催する新年懇親会に
  　　　　参　　加　　致します
　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
貴　社　名　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　＿＿
役　職　名　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
芳　　　名　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※複数名出席の場合は通信欄に記入をお願い致します
    連　絡　欄
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